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審 査 結 果 の 要 旨 

 

 可溶性LDL受容体はLDL受容体の細胞外ドメインが切断されて形成される。本研究はこの

可溶性LDL受容体を健常成人のヒト血清を用いてELISAにより測定し、臨床的特徴を検討し

たものである。その結果、可溶性LDL受容体は中性脂肪、LDLコレステロール、BMIと相関し、

特に中性脂肪との関連が強いことが判明した。本論文の内容は、臨床的意義の不明であっ

た可溶性LDL受容体が、新しいメタボリック症候群のマーカーとしての有用性を示唆するも

のであり、明らかに学術水準を高めたものと認める。 
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